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第
八
十 

  
 

戦
略
爆
撃
調
査
団 

   
 
 
 
 

一 
  

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
進
駐
直
後
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
Ｂ
―
29
な
ど
で
行
っ
た

日
本
の
本
土
爆
撃
が
日
本
の
産
業
や
社
会
に
ど
の
よ
う
な
被
害
を
与

え
た
か
と
い
う
調
査
を
開
始
し
た
。
首
都
・
東
京
を
爆
撃
す
る
場
合

で
も
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
占
領
後
に
有
用
な
建
物
や
施
設
を
温
存
し
た
。

そ
の
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
た
。 

 

彼
ら
の
最
大
の
関
心
は
、
長
崎
と
広
島
に
投
下
し
た
タ
イ
プ
の
異

な
る
二
発
の
原
子
爆
弾
が
も
た
ら
し
た
被
害
だ
っ
た
。
連
合
軍
と
し

て
と
も
に
日
本
軍
と
戦
っ
た
諸
国
と
い
え
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の

実
態
を
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
、
ま
し
て
ソ
連
に
は
知
ら
れ
た
く
な

か
っ
た
。
一
般
に
は
、「
戦
略
上
の
理
由
」
と
さ
れ
る
が
、
実
は
そ

れ
ば
か
り
で
な
か
っ
た
。 

 

八
月
六
日
に
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
、 

 

「
広
島
に
投
下
し
た
爆
弾
は
、
戦
争
に
革
命
的
な
変
化
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
」 

 

と
し
た
声
明
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
非
難
の
声
が
上

が
っ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。 

 

一
九
三
五
年
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に

亡
命
し
た
と
き
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
原
子
爆
弾
に
強
い
関
心
を
寄
せ

て
い
る
こ
と
は
世
界
の
周
知
だ
っ
た
。
同
じ
研
究
が
ド
イ
ツ
で
も
イ

ギ
リ
ス
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
核
融
合
の
原
理
を
理
解
す
る
に
と

ど
ま
っ
た
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
で
遂
に
核

爆
弾
を
実
現
さ
せ
て
い
た
。 

 

八
月
七
日
、
ロ
ー
マ
法
王
が
ア
メ
リ
カ
の
原
爆
使
用
を
非
難
す
る

声
明
を
発
表
し
た
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
決
定
的
な
マ
イ

ナ
ス
要
因
と
な
っ
た
。
ロ
ー
マ
法
王
か
ら
公
然
と
非
難
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
破
門
に
等
し
い
。 

 

こ
の
た
め
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
に
進
駐
し
た
直
後
、
す
べ
て
の
新
聞
、

出
版
物
の
検
閲
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
コ
ー
ド
規
制
を
も
っ
て
原

子
爆
弾
に
関
す
る
情
報
を
隠
蔽
し
た
。
被
爆
者
を
収
容
す
る
病
院
に

は
監
視
が
つ
け
ら
れ
、
部
外
者
の
出
入
り
は
医
療
関
係
者
や
家
族
と

い
え
ど
も
制
限
さ
れ
た
。 

 

原
爆
投
下
か
ら
一
か
月
後
の
九
月
九
日
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
広
島
、

長
崎
に
進
駐
し
た
の
は
そ
の
た
め
だ
っ
た
。 

 
調
査
に
当
た
っ
た
の
は
、「
戦
略
爆
撃
調
査
団
」
の
一
部
隊
で
あ

る
。
実
際
に
は
そ
の
一
週
間
前
に
、
現
地
の
治
安
状
況
や
調
査
団
の

本
部
を
設
置
す
る
た
め
に
完
全
武
装
し
た
先
遣
隊
が
乗
り
込
ん
で
い

た
。
同
行
を
許
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ウ
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ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
バ
ー
チ
ェ
ッ
ト
が
九
月
三
日
、 

 
「
ノ
ー
・
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
」 

 
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に
向
け
て
打
電
し
た
。 

 

「
世
紀
の
ス
ク
ー
プ
」
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
。 

 

一
般
に
は
、
こ
の
バ
ー
チ
ェ
ッ
ト
・
レ
ポ
ー
ト
が
広
島
の
惨
状
を

伝
え
た
最
初
と
さ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
二
年
の
六
月
、
ス
イ
ス
の

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
本
部
を
置
く
赤
十
字
国
際
委
員
会
（International 

Com
m
ittee of the Red Cross

＝
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
本
部
で
、
四
五
年
八

月
三
十
日
の
日
付
を
持
つ
機
密
文
書
が
発
見
さ
れ
た
。 

 

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
駐
日
代
表
部
の
職
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ッ

ツ
・
ビ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー
が
発
信
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
原
爆
投
下
後

の
広
島
を
視
察
し
た
翌
日
、
惨
状
を
打
電
し
た
。 

 

ビ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー
は
「
三
十
日
広
島
訪
問
、
凄
惨
な
状
況
」
の
あ

と
に
、
こ
う
続
け
た
。 

  

街
の
八
〇
％
は
壊
滅
、
あ
ら
ゆ
る
病
院
は
全
壊
ま
た
は
大
損
害
を

被
る
。
救
急
病
院
を
二
つ
視
察
、
状
況
は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
。

爆
弾
の
影
響
は
不
可
解
な
ほ
ど
深
刻
。
回
復
し
て
き
た
よ
う
に
見
え

る
患
者
が
突
如
白
血
球
の
変
質
や
そ
の
他
の
内
部
損
傷
に
よ
る
致
命

的
な
症
状
の
再
発
に
苦
し
み
、
膨
大
な
数
の
人
々
が
死
ん
で
い
く
。

推
定
十
万
人
以
上
の
負
傷
者
が
い
ま
だ
周
辺
の
救
急
病
院
に
お
り
、

包
帯
や
医
薬
品
の
深
刻
な
欠
乏
状
態
に
あ
る
。
市
中
心
部
上
空
か
ら

の
即
時
の
救
援
物
質
投
下
を
検
討
す
る
よ
う
粛
と
し
て
連
合
国
最
高

司
令
官
に
要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
量
の
包
帯
、
手
術
用
パ
ッ

ド
、
火
傷
用
軟
膏
、
ス
ル
フ
ァ
ミ
ド
、
血
漿
、
そ
し
て
輸
血
用
器
具

が
必
要
。
迅
速
な
行
動
を
要
す
。
医
療
調
査
委
員
会
の
派
遣
も
必
要
。

報
告
を
添
付
。
受
領
を
確
認
さ
れ
た
い
。 
 

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
駐
日
代
表
の
マ
ル
セ
ル
・
ジ
ュ
ノ
ー
は
ビ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー

を
個
人
的
に
好
ま
し
く
思
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
第
一
報
を
引
き
出
し

に
し
ま
っ
て
お
こ
う
と
考
え
た
ら
し
い
。
だ
が
、
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト

者
で
あ
っ
て
赤
十
字
の
職
務
に
忠
実
な
ジ
ュ
ノ
ー
は 

 

「
被
爆
者
は
髪
が
抜
け
落
ち
、
高
熱
、
下
痢
に
さ
い
な
ま
さ
れ
て

い
る
」 

 

「
患
者
に
巻
か
れ
た
包
帯
は
古
く
、
う
み
が
い
っ
ぱ
い
た
ま
っ
て

い
る
」 

 

「
大
量
の
包
帯
、
ガ
ー
ゼ
、
医
薬
品
が
必
要
で
あ
る
」 

 

と
惨
状
を
訴
え
る
至
急
電
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
。 

彼
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
交
渉
し
て
大
量
の
医
薬
品
を
手
配
し
、
戦
略
爆
撃
調

査
団
が
広
島
入
り
し
た
際
、
計
十
五
ト
ン
の
救
援
物
資
が
届
け
ら
れ

た
。
第
一
報
を
発
し
た
フ
ィ
リ
ッ
ツ
・
ビ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー
は
、
十
月

二
十
四
日
付
で
十
三
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
詳
細
な
報
告
書
を
ま
と
め
、

そ
の
後
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
戻
っ
て
か
ら
も
核
兵
器
の
使
用
禁
止
、
核

廃
絶
運
動
に
従
事
し
た
。 
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二 
  

広
島
、
長
崎
の
被
害
状
況
を
い
ち
早
く
調
べ
た
「
戦
略
爆
撃
調
査

団
」
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

正
式
な
名
称
は
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
」（U

.S. 
Strategic Bom

bing Survey

）
で
あ
る
。
同
調
査
団
は
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
大
統
領
の
命
を
受
け
て
陸
軍
長
官
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
チ
ム
ソ
ン
が

四
四
年
十
一
月
三
日
に
組
織
し
た
。「
欧
州
戦
域
調
査
団
」
と
「
太

平
洋
戦
域
調
査
団
」
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。「
欧
州
戦
域

調
査
団
」
の
対
象
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
を
ま
た

な
い
。 

 

「
太
平
洋
戦
域
調
査
団
」
は
文
官
、
陸
海
軍
の
士
官
、
下
士
官
兵

な
ど
一
千
百
五
十
人
か
ら
な
る
大
規
模
な
組
織
で
、「
総
論
」「
軍
事
」

「
経
済
」「
社
会
」
の
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
四

五
年
九
月
に
来
日
し
て
東
京
に
本
部
を
設
置
し
、
名
古
屋
、
大
阪
、

広
島
、
長
崎
に
支
部
を
設
け
た
。
ば
か
り
で
な
く
、
太
平
洋
の
島
々
、

ア
ジ
ア
大
陸
に
も
移
動
調
査
班
を
置
い
て
調
査
に
当
た
っ
た
。 

 

軍
事
研
究
で
は
日
本
陸
海
軍
の
将
官
二
十
六
名
、
佐
官
六
十
七
名

に
詳
細
な
尋
問
が
行
わ
れ
、
日
本
軍
の
各
作
戦
と
戦
闘
に
関
す
る
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
経
済
グ
ル
ー
プ
は
、
戦
時
中
の
都
市
経
済

や
戦
時
生
産
の
状
況
に
つ
い
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
米
軍
の
爆
撃
が

与
え
た
被
害
状
況
や
住
民
に
及
ぼ
し
た
心
理
効
果
な
ど
も
調
査
し
た
。 

 

そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
軍
は
欧
州
戦
線
で
は
四
三
年
ご
ろ
か
ら
、
太

平
洋
戦
線
で
は
四
四
年
六
月
の
九
州
八
幡
製
鉄
所
爆
撃
か
ら
、「
戦

略
爆
撃
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
物
量
に
ま
か

せ
て
や
み
く
も
に
爆
撃
す
る
の
で
な
く
、
事
前
に
偵
察
機
で
撮
影
し

た
写
真
で
軍
需
工
場
、
港
湾
、
発
電
所
、
鉄
道
、
都
市
、
住
宅
な
ど

を
割
り
出
し
、
そ
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
つ
け
て
爆
撃
を
行
う
の
で

あ
る
。 

 

当
初
は
軍
事
物
資
や
兵
器
の
生
産
力
を
破
壊
す
る
こ
と
に
主
眼
が

置
か
れ
て
い
た
が
、
や
が
て
そ
れ
は
敵
国
の
人
民
に
与
え
る
心
理
的

効
果
ま
で
計
算
し
つ
つ
、
占
領
後
の
こ
と
を
考
え
て
何
を
温
存
す
べ

き
か
に
関
心
が
移
っ
て
い
っ
た
。
将
来
の
軍
備
計
画
、
戦
略
な
ど
の

資
料
を
得
る
こ
と
を
考
え
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
戦
争
に
勝
利

す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

同
調
査
団
は
四
五
年
末
ま
で
に
主
要
な
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し

た
。
彼
ら
が
作
成
し
た
資
料
を
紹
介
し
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

  
・
機
能
的
分
析
お
よ
び
建
築
物
分
析
報
告
書 

 
・
直
接
被
害
お
よ
び
損
害
評
価
報
告
書 

 
・
写
真
情
報
報
告
書 

 

・
攻
撃
目
標
情
報
シ
ー
ト 

 

・
工
業
報
告
書 
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・
攻
撃
目
標
総
合
評
価
お
よ
び
武
器
勧
告
報
告
書 

 
・
攻
撃
報
告
書 

 
・
攻
撃
作
戦
概
要 

 

・
作
戦
命
令
書 

 

・
限
定
損
害
解
説
書 

 

・
武
器
効
果
報
告
書 

 

・
攻
撃
評
価
報
告
書 

 

・
調
査
報
告
書 

 

・
Ｊ
Ｔ
Ｇ
（Joint T

arget Group
）
特
別
調
査
書 

 

・
概
況
、
攻
撃
目
標
図
、
地
図
お
よ
び
航
空
写
真
・
図 

  

本
体
を
な
す
の
は
、「
空
襲
損
害
評
価
報
告
書
」
で
あ
る
。 

 

個
々
の
報
告
書
の
タ
イ
ト
ル
を
見
る
だ
け
で
、
ど
れ
ほ
ど
詳
細
で

あ
っ
た
か
が
分
か
る
。
敵
に
与
え
た
被
害
ば
か
り
で
な
く
、
味
方
航

空
機
の
損
害
状
況
も
調
べ
ら
れ
た
。 

 

対
象
と
な
っ
た
の
は
対
日
空
爆
を
専
門
に
行
っ
た
第
二
十
空
軍
の

被
害
で
あ
る
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
、 

 
 
 

 

・
発
進
基
地 

中
国
、
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
、
マ
リ
ア
ナ 

 

・
発
進
機
数 

「
Ｂ
―
29
」
延
べ
三
万
三
千
四
十
七
機 

 
 
 
 
 
 
 

戦
闘
機
延
べ
六
千
二
百
七
十
六
機 

 

・
損 

失 
 

「
Ｂ
―
29
」
四
百
八
十
五
機
（
損
失
率
一
・
五
％
） 

 
 
 
 
 
 
 

戦
闘
機
二
百
十
二
機
（
損
失
率
三
・
四
％
） 

 

・
戦
死
者
数 

三
千
四
十
一
名 

 

・
戦
傷
者
数 

三
百
三
十
二
名 

  

と
な
っ
て
い
る
。 

 

三
万
三
千
機
以
上
の
Ｂ
―
29
が
平
均
二
ト
ン
の
爆
弾
、
焼
夷
弾

を
落
と
し
た
の
だ
か
ら
、
日
本
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
非
武
装
市
民
の
死
傷
者
は
、
東
京
・
広
島
・
長
崎
・
沖

縄
を
別
と
す
る
と
、
例
え
ば
青
森
市
で
す
ら
一
千
二
百
七
十
三
人
、

長
岡
市
二
千
七
百
三
十
九
人
、
浜
松
市
六
千
百
五
十
二
人
、
和
歌
山

市
六
千
三
百
人
な
ど
を
記
録
し
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

三 
  

調
査
を
実
施
し
た
の
は
次
の
各
地
だ
っ
た
。 

 

劰
中
国
励	
 

福
建
、
清
津
、
興
南
、
撫
順
、
四
平
街
、
錦
州
、
甘
井
子
、
鞍
山 

劰
朝
鮮
励	
 

平
壌
、
元
山
、
仁
川 

劰
台
湾
励	
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高
雄 

劰
日
本
励	
 

北
海
道
：
本
別
、
室
蘭
、
輪
西
、
函
館 

東
北
：
青
森
、
大
湊
、
秋
田
、
土
崎
、
仙
台
、
郡
山
、
福
島 

北
越
：
新
潟
、
直
江
津
、
柏
崎
、
長
岡
、
富
山
、
福
井
、
敦
賀
、
舞 

 
 
 

鶴 

関
東
：
伊
勢
崎
、
熊
谷
、
前
橋
、
宇
都
宮
、
太
田
、
小
泉
、
岩
鼻
、 

 
 
 

尾
島
、
銚
子
、
千
葉
、
船
橋
、
日
立
、
水
戸
、
助
川
、
木
更 

 
 
 

津
、
霞
ヶ
浦
、
甲
府
、
大
宮
、
東
京
、
小
金
井
、
上
瀬
谷
、 

 
 
 

多
摩
、
日
野
、
厚
木
、
八
王
子
、
川
崎
、
鶴
見
、
溝
の
口
、 

 
 
 

横
浜
、
大
船
、
藤
沢
、
平
塚
、
横
須
賀
、
田
浦 

中
部
：
沼
津
、
島
田
、
清
水
、
静
岡
、
大
井
川
、
浜
松
、
豊
橋
、
豊 

 
 
 

川
、
名
古
屋
、
桑
名
、
一
宮
、
岐
阜
、
岡
崎
、
四
日
市
、
津
、 

 
 
 

各
務
原
、
玉
垣
、
半
田
、
四
日
市
、
可
児
川
、
西
枇
杷
島
、 

 
 
 

大
垣
、
桑
名
、
和
地 

関
西
：
大
津
、
宇
治
、
京
都
、
宇
治
山
田
、
茨
木
、
伊
丹
、
大
阪
、 

 
 
 

尼
崎
、
堺
、
鳴
尾
、
和
歌
山
、
木
津
川
、
枚
方
、
岸
和
田
、 

 
 
 

宝
塚
、
姫
路
、
明
石
、
神
戸
、
西
宮
、
下
津
、
福
泉
、 

中
国
：
岡
山
、
福
山
、
倉
敷
、
呉
、
広
島
、
宇
部
、
豊
後
、
大
竹
、 

 
 
 

麻
里
布
、
江
田
島
、
宇
和
島
、
宇
部
、
徳
山
、
光
、
下
松
、 

 
 
 

小
野
田
、
笠
戸
、
徳
山 

四
国
：
高
松
、
徳
島
、
高
知
、
今
治
、
松
山
、
新
居
浜
、
三
津
浜 

九
州
：
延
岡
、
佐
伯
、
大
分
、
宇
佐
、
富
高
、
新
田
原
、
延
岡
、
鶴 

 
 
 

崎
、
大
分
、
坂
ノ
市
、
門
司
、
下
関
、
八
幡
、
戸
畑
、
小
倉
、 

 
 
 

若
松
、
広
畑
、
黒
崎
、
福
岡
、
熊
本
、
大
牟
田
、
雑
餉
隈
、 

 
 
 

佐
賀
、
荒
尾
、
大
刀
洗
、
長
崎
、
佐
世
保
、
深
江
、
川
棚
、 

 
 
 

針
尾
島
、
大
村
、
八
代
、
出
水
、
都
城
、
延
岡
、
鹿
児
島
、 
 
 
 

鹿
屋
、
国
分
、
串
良
、
宮
崎 

 

調
査
は
、
あ
る
部
分
は
聞
き
取
り
調
査
で
あ
っ
た
り
、
写
真
や
カ
ラ

ー
映
画
だ
っ
た
り
し
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
政
部
は
、
中
国
、
満
州
、
朝

鮮
半
島
の
航
空
写
真
を
熱
心
に
撮
影
し
た
。
こ
の
情
報
が
五
年
後
の

朝
鮮
戦
争
で
役
立
っ
た
。
ま
た
当
時
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
総
天
然
色

の
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
し
た
街
の
風
景
や
、
六
十
都
市
で
行
っ

た
一
般
市
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。 

そ
う
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
、
翌
四
六
年
一
月
に
ア
メ
リ
カ
の
首
都

ワ
シ
ン
ｔ
Ｄ
・
Ｃ
で
『
対
日
戦
略
爆
撃
白
書
』
が
発
表
さ
れ
た
。 

  
 

空
襲
目
標
情
報
（
陸
海
軍
合
同
地
域
調
査
）〔Records of the  

 
 
U
.S. Strategic Bom

bing Survey,Entry 49: Security-Classifie 
 
 
d Joint A

rm
y-N

avy Intelligence Studies

（JA
N
IS

）, 1944- 
 
 
1945

〕 
 
 

空
襲
目
標
情
報
（
地
域
調
査
）〔Records of the U

.S. Strategi 
 
 
gic Bom

bing Survey, Entry 50:JapaneseResources Refere 
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nce N

otebooks, 1945

〕 
 

・
空
襲
・
爆
撃
デ
ー
タ
に
関
す
る
諸
統
計
表
〔Records of the  

 
 
U
.S. Strategic Bom

bing Survey,Entry 51: Security-Classifie 
 
 
d Statistical Reports Covering A

llied and U
.S. A

ir Forces 
 
 
A
ttack D

ata, 1945-1946

〕 
 

・
日
本
政
財
界
・
軍
部
指
導
者
尋
問
記
録
〔Records of the U

.S.  
 
 
Strategic Bom

bing Survey, Entry43

〕〔U
SSBS T

ranscrip 
 
 
ts of Interrogations and Interrogation Reports of Japanese  

 
 
Industrial, M

ilitary, and Political Leaders, 1945-1946

〕 
 
 

 

な
ど
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
に
百
八
編
の

文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
五
十
年
を
経
た
一
九
九
六
年
、
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
版
が
一
般
に
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
戦
前
か
ら
戦

後
に
か
け
て
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。 

 

例
え
ば
、
日
本
国
民
が
い
つ
の
時
点
で
敗
戦
を
予
想
し
た
か
、
と

い
う
調
査
が
あ
る
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
四
四
年
十
二
月
は
一
〇
％
だ
っ
た
が
、
一

九
四
五
年
三
月
に
一
九
％
に
上
昇
し
た
。
し
か
し
全
体
の
八
割
は
、

ま
だ
戦
争
に
負
け
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
厳
し
い
情
報
統
制

の
下
で
の
大
本
営
発
表
が
効
果
的
だ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
同
年
六
月
に
な
る
と
四
六
％
に
跳
ね
上
が
り
、
八
月
に

は
六
八
％
、
約
七
割
の
人
が
諦
め
て
い
た
。
Ｂ
―
29
の
大
編
隊
に

よ
る
爆
撃
、
海
上
封
鎖
、
艦
載
機
の
掃
射
な
ど
が
、
国
民
の
士
気
を

大
き
く
低
下
さ
せ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

ま
た
、
日
本
軍
と
戦
っ
た
ア
メ
リ
カ
兵
の
心
理
は
次
の
よ
う
だ
っ

た
。 

  
 

「
も
っ
と
殺
し
た
い
」
四
二
％ 

 
 

「
何
と
も
思
わ
な
い
」
二
二
％ 

 
 

「
戦
っ
た
の
は
不
幸
だ
っ
た
」
二
〇
％ 

 
 

「
そ
の
他
」
一
六
％ 

  

戦
時
中
の
主
要
産
業
の
生
産
力
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
か
と
い

う
こ
と
も
、
調
査
団
は
克
明
に
調
べ
上
げ
た
。 

  

〔
液
体
燃
料
保
有
量 

単
位
：
バ
レ
ル
〕 

 
 

四
四
年
七
月
：
二
八
八
万
一
千 

 
 
 
 
 

十
月
：
二
四
〇
万
八
千 

 
 

四
五
年
一
月
：
二
一
一
万
八
千 

  
〔
鋼
材
供
給
量 

単
位
：
ト
ン
〕 

 
 

四
二
年
：
五
一
七
万
二
千 

 
 

四
三
年
：
五
六
〇
万
九
千
（
前
年
比
八
・
四
％
増
） 

 
 

四
四
年
：
四
二
三
万
（
二
四
・
六
％
減
） 
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四
五
年
：
四
九
二
万
（
一
六
・
三
％
増
） 

  
〔
一
九
四
五
年
の
船
舶
事
情 

単
位
：
ト
ン
〕 

 
 
 
 
 

新
規
建
造 

 
 

損 

失 
 
 
 
 
 

差
引
き 

 

一
月 

 
八
万
二
千
ｔ 

二
四
万
九
千
ｔ 

 

▲
一
六
万
七
千
ｔ 

 

二
月 

一
〇
万
ｔ 

 
 
 

四
万
一
千
ｔ 

 

△ 

五
万
九
千
ｔ 

 

三
月 

一
一
万
三
千
ｔ 
一
三
万
三
千
ｔ 

 

▲ 

二
万
ｔ 

 

四
月 

 

三
万
四
千
ｔ 
一
〇
万
一
千
ｔ 

 

▲ 

六
万
八
千
ｔ 

 

五
月 

 

六
万
六
千
ｔ 
二
〇
万
四
千
ｔ 

 

▲
一
三
万
八
千
ｔ 

 

六
月 

 

二
万
二
千
ｔ 

一
八
万
七
千
ｔ 

 

▲
一
六
万
五
千
ｔ 

 

七
月 

 

四
万
四
千
ｔ 

二
〇
万
九
千
ｔ 
 

▲
一
六
万
五
千
ｔ 

 

八
月 

 

一
万
二
千
ｔ 

 

五
万
二
千
ｔ 

 
▲ 

四
万
ｔ 

  

調
査
を
通
じ
て
彼
ら
が
舌
を
巻
い
た
の
は
、
日
本
軍
が
生
産
し
た

航
空
機
の
数
だ
っ
た
。
数
の
多
い
・
少
な
い
で
は
な
か
っ
た
。 

 

中
島
飛
行
機
、
三
菱
重
工
業
、
三
菱
内
燃
機
、
立
川
飛
行
機
、
日

本
飛
行
機
な
ど
に
提
出
さ
せ
た
資
料
を
も
と
に
合
計
す
る
と
、
次
の

よ
う
な
結
果
が
出
た
。 

  

四
一
年
： 

 

五
〇
八
八
機 

 

四
二
年
： 

 

八
八
六
一
機 

 

四
三
年
：
一
万
六
六
九
三
機 

 

四
四
年
：
二
万
八
一
八
〇
機 

 

四
五
年
：
一
万
一
〇
六
六
機 

 

そ
の
数
字
は
フ
ラ
ン
ク
・
マ
ッ
コ
イ
が
弾
き
出
し
た
推
定
値
と
極
端

な
違
い
が
な
か
っ
た
。
多
く
の
軍
関
係
者
は
、
計
算
機
は
補
給
品
の

計
算
を
迅
速
・
正
確
に
行
う
た
め
だ
と
考
え
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
そ

れ
は
そ
れ
で
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
統
計
・
分
析
の
結
果
か
ら

数
値
に
裏
打
ち
さ
れ
た
戦
略
を
編
み
出
す
と
い
う
意
味
が
理
解
さ
れ

た
の
は
こ
の
と
き
だ
っ
た
。 



第 80 戦略爆撃調査団（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

マ
ン
ハ
勏
タ
ン
計
画	
 

一
九
四
二
年
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
決
定
で
ス
タ

ー
ト
し
た
原
子
爆
弾
生
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
テ
ネ
シ
ー
州
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ

で
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
の
分
離
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
で
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
の
生
産
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ロ
ス
ア
ラ
モ
ス
で
原
爆
の
組
立
て
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ス
、
ア
ー
サ
ー
・

コ
ン
プ
ト
ン
、
バ
ー
ニ
バ
ー
・
ブ
ッ
シ
ュ
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ナ
ン
ト
と
い

っ
た
当
時
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
代
表
す
る
科
学
者
、
物
理
学
者
、
数
学
者
な

ど
が
結
集
し
て
い
た
。
周
到
な
計
画
立
案
、
機
密
管
理
、
資
金
と
人
員
の
大

量
投
入
な
ど
大
規
模
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
手
本
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

 

原
爆
は
三
個
作
ら
れ
、
最
初
の
一
個
「
ガ
ッ
ド
・
ゲ
ッ
ト
」
は
ネ
バ
ダ
砂

漠
で
の
実
験
に
使
わ
れ
、
二
個
目
の
「
リ
ト
ル
ボ
ー
イ
」
が
広
島
に
、
三
個

目
の
「
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
」
が
長
崎
に
落
と
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
バ
ー
ニ
バ
ー
・
ブ
ッ
シ
ュ
が
大
量
の
研
究
資
料
を
的
確

に
保
管
し
活
用
す
る
た
め
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
考
案
し
、
そ
の
管
理
手

法
が
こ
ん
に
ち
の
Ｗ
ｅ
ｂ
検
索
シ
ス
テ
ム
の
原
型
と
な
っ
た
。 

ウ
勋
ル
フ
レ
勏
ド
・
バ
勖
チ
勍
勏
ト 

W
ilfled Burchett

／
１
９
１
１
〜
１

９
８
３
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ビ
ク
ト
リ
ア
州
に
生
ま
れ
、
中
学
を
退
学
し

て
独
学
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
な
っ
た
。
第
二
次
大
戦
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
特

派
員
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
に
従
軍
し
数
多
く
の
特
ダ
ネ
を
も
の
に
し
た
。

四
五
年
九
月
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
陸
軍
の
特
派 

と
し
て
日
本
に
派
遣
さ
れ

た
。
の
ち
「
タ
イ
ム
ス
」
誌
特
派
員
と
な
り
、
朝
鮮
戦
争
、
中
国
共
産
革
命
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
報
道
し
た
。《
ノ
ー
・
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
》
の
レ
ポ
ー
ト
は

「
原
爆
禍
―
―
私
は
こ
れ
を
世
界
へ
の
警
告
と
し
て
書
く
」
で
始
ま
っ
て
い

る
。 

フ
勋
リ
勏
ツ
・
ビ
ル
フ
勋
ン
ガ
勖 

Filitz W
ilfinger 

マ
ル
セ
ル
・
ジ
勑
ノ
勖 

M
arcel Junod

／
１
９
０
４
〜
１
９
６
１
。
彼
と

マ
ル
セ
ル
・
ジ
ュ
ノ
ー
の
功
績
を
称
え
、
二
〇
〇
二
年
六
月
十
六
日
、
広
島

市
の
平
和
記
念
公
園
に
あ
る
ジ
ュ
ノ
ー
顕
彰
碑
前
で
ジ
ュ
ノ
ー
記
念
祭
が
開

催
さ
れ
た
。
ビ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
に

保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
広
島
の
原
爆
資
料
館
第
十
代
館
長
・
畑
口
実
（
１
９

４
６
〜
／
在
任
：
１
９
９
７
〜
２
０
０
６
）
の
要
請
で
同
資
料
館
で
一
般
に

公
開
さ
れ
た
。 
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